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第1章：重要な情報

警告：製品のインストールと操作

• この製品は、提供された指示に従ってインストールおよび操作する必要があります。これを怠ると、人身傷

害、船舶の損傷、製品の性能低下の原因となる可能性があります。

• Raymarineは、Raymarine承認済みインストーラーによる認定済みインストールを推奨しています。認定され

たインストールは、強化された製品保証特典の対象となります。詳細については、Raymarine販売店に連絡し

、製品に同梱されている個別の保証書を参照してください。

警告：防汚

• 提供された防汚およびトランスデューサーのクリーニング手順に従わない場合、製品の保証に影響を

与える可能性があります。

• 水性の防汚塗料のみを使用してください。

• ケトンまたは銅ベースの防汚塗料は使用しないでください。

警告：マリングレードのシーラント

マリングレードの中性硬化ポリウレタンシーラントのみを使用してください。プラスチック部品に損傷を与える可能性があるアセテ

ートまたはシリコンを含むシーラントを使用しないでください。

警告：高電圧

この製品には高電圧が含まれている可能性があります。提供されているドキュメントで特に指示されていない限り

、カバーを取り外したり、内部コンポーネントにアクセスしたりしないでください。

警告：電源をオフにしてください

この製品の設置を開始する前に、船舶の電源がオフになっていることを確認してください。このドキュメン

トで指示されていない限り、電源をオンにしたまま機器を接続または切断しないでください。

警告：トランスデューサー操作

水中でのみトランスデューサをテストして操作してください。過熱が発生する可能性があるため、水を使用しないでくだ

さい。

注意：サービスとメンテナンス

この製品には、ユーザーが修理できるコンポーネントは含まれていません。すべての保守と修理は、認定されたRaymarin

eディーラーにお問い合わせください。無許可の修理は保証に影響を与える可能性があります。

水の浸入

水の浸入に関する免責事項

この製品の防水定格容量は、記載された水の浸入防止基準を満たしていますが（製品の 技術仕様）、 高圧洗浄を行うと、水の浸入やそこの製品の防水定格容量は、記載された水の浸入防止基準を満たしていますが（製品の 技術仕様）、 高圧洗浄を行うと、水の浸入やそこの製品の防水定格容量は、記載された水の浸入防止基準を満たしていますが（製品の 技術仕様）、 高圧洗浄を行うと、水の浸入やそ

の後の機器故障の原因となります。Raymarineは、高圧洗浄された製品を保証しません。

免責事項

Raymarineは、この製品にエラーがないこと、またはRaymarine以外の人物または団体によって製造された製品と互換性があるこ

とを保証しません。

重要な情報 
7



Raymarineは、製品の使用または製品の使用不能、製品と他者が製造した製品との相互作用、またはサードパーティから提供され

た製品で利用された情報の誤りによって引き起こされた損害または負傷に対して責任を負いません。

適合宣言

FLIR Belgium BVBAは、次の製品がEMC指令2014/30 / EUに準拠していることを宣言します。

• HV-300THスルーハルプラスチックトランスデューサー、部品番号A80604

• HV-300THP-Pスルーハルプラスチックトランスデューサー、部品番号R70725

• HV-300THP-Sスルーハルプラスチックトランスデューサー、部品番号R70726

元の適合宣言証明書は、次の関連製品ページで確認できます。

www.raymarine.com/manuals 。www.raymarine.com/manuals 。

保証登録

Raymarine製品の所有権を登録するには、次のWebサイトにアクセスしてください www.raymarine.com オンラインで登録します。完全な保Raymarine製品の所有権を登録するには、次のWebサイトにアクセスしてください www.raymarine.com オンラインで登録します。完全な保Raymarine製品の所有権を登録するには、次のWebサイトにアクセスしてください www.raymarine.com オンラインで登録します。完全な保

証特典を受けるには、製品を登録することが重要です。ユニットパッケージには、ユニットのシリアル番号を示すバーコードラベルが含ま

れています。製品をオンラインで登録するときに、このシリアル番号が必要になります。後で参照できるようにラベルを保存してください

。

製品廃棄

この製品はWEEE指令に従って廃棄してください。

電気および電子機器廃棄物（WEEE）指令は、WEEEが正しく取り扱われないと危険であり、人の健康と環境にリスクを及ぼす可能性

のある材料、コンポーネント、および物質を含む電気および電子機器の廃棄物のリサイクルを要求します。

ホイール付きのゴミ箱に×印が付いている機器は、分別されていない家庭ごみに機器を廃棄しないでくださ

い。多くの地域の地方自治体は、住民がリサイクルセンターまたは他の収集場所で廃電気電子機器を処分で

きる収集スキームを確立しています。

お住まいの地域の廃電気電子機器の適切な収集場所の詳細については、RaymarineのWebサイトを参

照してください。

www.raymarine.eu/recycling 。www.raymarine.eu/recycling 。

IMOおよびSOLAS

このドキュメントに記載されている機器は、国際海洋機関（IMO）および海上安全（SOLAS）運送規則の対象外であるレジャーマ

リンボートおよび作業船での使用を目的としています。

技術的な正確さ

私たちの知る限りでは、このドキュメントの情報は、作成された時点では正しいものでした。ただし、Raymarineは、含まれている可能

性のある不正確または省略についての責任を負いません。また、継続的な製品改善の方針により、予告なく仕様を変更する場合がありま

す。その結果、Raymarineは、製品とこのドキュメントの違いについての責任を負いません。Raymarine Webサイト（ www.raymarine.comす。その結果、Raymarineは、製品とこのドキュメントの違いについての責任を負いません。Raymarine Webサイト（ www.raymarine.com

）ご使用の製品のドキュメントの最新バージョンを確実に入手するため。
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第2章：ドキュメントと製品情報章の内容

• 2.1製品ドキュメント（10ページ）

• 2.2 11ページの該当製品

• 2.3製品の概要（12ページ）

• 2.4ページの必須の追加コンポーネント

• 2.5 14ページに記載されている部品

ドキュメントと製品情報 
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2.1製品ドキュメント

次のドキュメントはお使いの製品に適用されます。すべてのドキュメントはPDFとしてダウンロードできます。 www.raymarine.com/manuals次のドキュメントはお使いの製品に適用されます。すべてのドキュメントはPDFとしてダウンロードできます。 www.raymarine.com/manuals

ドキュメントの説明 

品番

HV-300TH、HV-300THP-P、HV-300THP-Sスルーハルプラスチックトランスデューサ

ーの取り付け手順（このドキュメント） 

87391

HV-300TH、HV-300THP-P、HV-300THP-Sスルーハルプラスチックトランスデューサー取り

付けテンプレート 

87365

Element™HyperVision™ 基本的な操作手順。ディスプレイ上のソナーアプリElement™HyperVision™ 基本的な操作手順。ディスプレイ上のソナーアプリ

の基本的な操作手順が含まれています。

81384

Element™HyperVision™ 高度な操作手順。ディスプレイにソナーアプリの高度Element™HyperVision™ 高度な操作手順。ディスプレイにソナーアプリの高度

な操作手順が含まれています。

81388

取扱説明書

お使いの製品の詳しい操作手順については、ディスプレイに付属のマニュアルを参照してください。

すべての製品ドキュメントは、Raymarine Webサイトからダウンロードできます。

www.raymarine.com/manuals 。www.raymarine.com/manuals 。

ドキュメントイラスト

ご使用の製品および該当する場合、そのユーザーインターフェースは、製品のバリエーションおよび製造日によっては、このドキュメントの図

に示されているものと若干異なる場合があります。すべての画像は、説明のみを目的として提供されています。
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2.2該当製品

インストールは、単一の HV-300TH トランスデューサ、またはスプリットペアのインストールは、単一の HV-300TH トランスデューサ、またはスプリットペアのインストールは、単一の HV-300TH トランスデューサ、またはスプリットペアの

HV-300THP-P そして HV-300THP-S トランスデューサ。HV-300THP-P そして HV-300THP-S トランスデューサ。HV-300THP-P そして HV-300THP-S トランスデューサ。HV-300THP-P そして HV-300THP-S トランスデューサ。

トランスデューサーにはフェアリングブロックが付属しており、0°から25°までのデッドライズで船体に取り付けることができます。

品番 説明

A80604 HV-300TH HyperVision™オールインワンスルーハルプラスチックトランスデューサー。HV-300TH HyperVision™オールインワンスルーハルプラスチックトランスデューサー。

T70448 HV-300THP-P そして HV-300THP-S —ポートとスターボードのペアとして提供されるHyperVisioHV-300THP-P そして HV-300THP-S —ポートとスターボードのペアとして提供されるHyperVisioHV-300THP-P そして HV-300THP-S —ポートとスターボードのペアとして提供されるHyperVisioHV-300THP-P そして HV-300THP-S —ポートとスターボードのペアとして提供されるHyperVisio

n™スルーハルプラスチックトランスデューサー。

R70725 HV-300THP-P HyperVision™ポート側スルーハルプラスチックトランスデューサー。HV-300THP-P HyperVision™ポート側スルーハルプラスチックトランスデューサー。

R70726 HV-300THP-S HyperVision™スターボードサイドスルーハルプラスチックトランスデューサー。HV-300THP-S HyperVision™スターボードサイドスルーハルプラスチックトランスデューサー。

ドキュメントと製品情報 
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2.3製品の概要

HV-300THシリーズトランスデューサーは、HyperVision™スルーハルプラスチックトランスデューサーです。インストールには、単一のHV-300TH、またはH

V-300THP-P（ポート）とHV-300THP-S（スターボード）のスプリットペアを含める必要があります。トランスデューサは、HyperVision™バリアントディス

プレイと互換性があります。

注意：

ガラス繊維と金属の船体にはプラスチック製の船体変換器が推奨され、木製の船体のある船には使用しないでください。

トランスデューサーは0°傾斜した要素を備えています。付属のフェアリングブロックは、船体のデッドライズ角度に合わせてカットする必要があります。

HyperVision™トランスデューサは、以下のソナー画像を生成できます。

• RealVision™3D（ハイパー1.2 MHz）

• RealVision™3D（標準350 kHz）

• SideVision™（ハイパー1.2 MHz）

• SideVision™（標準350 kHz）

• DownVision™（ハイパー1.2 MHz）

• DownVision™（標準350 kHz）

• コニカル高CHIRP（200 kHz）
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2.4必要な追加コンポーネント

この製品は電子機器のシステムの一部を形成しており、完全な動作には次の追加コンポーネントが必要です。

• 互換性のあるHyperVision™ソナー対応デバイス。参照する p.13 —互換ディスプレイ互換性のあるHyperVision™ソナー対応デバイス。参照する p.13 —互換ディスプレイ

、互換性のある製品のリストについては、

• より長いケーブルの場合、トランスデューサー延長ケーブルも必要になります。参照する

p.39 — HV–300トランスデューサー延長ケーブル 、 適切なケーブル用。p.39 — HV–300トランスデューサー延長ケーブル 、 適切なケーブル用。p.39 — HV–300トランスデューサー延長ケーブル 、 適切なケーブル用。

対応ディスプレイ

互換性のあるディスプレイを以下に示します。

品番 説明

E70532 Element™7 HV

E70534 Element™9 HV

E70536 Element™12 HV

ドキュメントと製品情報 
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2.5付属部品

以下の部品は、各HV-300シリーズトランスデューサーに付属しています。

部品の損傷や紛失を防ぐために、製品を慎重に開梱してください。ボックスの内容を以下のリストと照合してください。将来の参照のた

めに、パッケージとドキュメントを保管してください。

項目 説明

回転防止ナット 

ハルナット 

回転防止ワッシャー 

フェアリングブロック 

ドキュメントパック 

回転防止ボルト 

トランスデューサー（ケーブル付き）

付属の追加パーツ

トランスデューサーのスプリットペアセットを注文すると、次の追加ケーブルが提供されます：T70448（ HV-300THP-P そして HV-300Tトランスデューサーのスプリットペアセットを注文すると、次の追加ケーブルが提供されます：T70448（ HV-300THP-P そして HV-300Tトランスデューサーのスプリットペアセットを注文すると、次の追加ケーブルが提供されます：T70448（ HV-300THP-P そして HV-300Tトランスデューサーのスプリットペアセットを注文すると、次の追加ケーブルが提供されます：T70448（ HV-300THP-P そして HV-300T

HP-S）。
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項目 説明

分割されたトランスデューサーのペアをHyperVision™互換ディスプレイに接続するための1 x「Yケーブル」アダプター。

ケ ーブル長：0.3 m（0.98フィート）

延長ケーブル4 m（13.1フィート）。スプリットペアトランスデューサー構成では、「Y字型ケーブル」アダプターのシングルエンド

を延長します。

ドキュメントと製品情報 
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第3章：インストール章の内容

• 3.1必要な工具（18ページ）

• 3.2インストール前のテスト（21ページ）

• 3.3場所の選択（22ページ）

• 3.4取り付け（27ページ）

取り付け 17



3.1必要な工具

トランスデューサーを取り付けるには、次の工具が必要です。

項目 説明

パワードリル 

13 mm（1/2インチ）レンチまたは回転防止ナット用の適切なモンキーレンチ 

44 mm（1 3/4インチ）レンチまたはハルナット用の適切なモンキーレンチ 

半丸ヤスリ 

下穴用ドリルビット 

9 mm（11/32インチ）ドリルビット（回転防止穴用） 

マリングレードのシーラント 

32 mm（1 1/4インチ）ホールカッター（トランスデューサステム用） 

粘着テープ

フェアリングブロックの準備に必要なツール

船体のデッドライズアングルを特定し、フェアリングブロックを切断するには、以下のツールが必要です。
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項目 説明

バンドソー（テーブルチルト付き） 

デジタルアングルファインダー（デッドライズアングルの識別が必要な場合）。

警告：マリングレードのシーラント

マリングレードの中性硬化ポリウレタンシーラントのみを使用してください。プラスチック部品に損傷を与える可能性があるアセテ

ートまたはシリコンを含むシーラントを使用しないでください。

防汚

地域の規制で許可されている場合は、水ベースの防汚塗料を使用してトランスデューサをコーティングすることをお勧めします。これは、ト

ランスデューサーの性能を低下させる可能性のある有機的な成長の蓄積を防ぐのに役立ちます。

重要：

• 水性防汚塗料を塗布する前に、地域の環境規則および規制が防汚塗料の使用を禁止していないことを確認してください。

• 銅ベースの防汚塗料は絶対に使用しないでください。変換器の性能に影響を与える可能性があります。

• ケトンベースの防汚塗料は絶対に使用しないでください。変換器のプラスチックを侵し、変換器を損傷する可能性があります。

• ブラシを使用してトランスデューサを塗装します。スプレー缶やスポンジローラーは使用しないでください。これらの方法では、

小さな気泡が塗料に混入し、トランスデューサの性能が低下する可能性があります。

取り付け 19
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防汚塗料は、外部に露出しているすべてのトランスデューサー表面を覆う薄い均一なコートで塗布する必要があります。

定期的にトランスデューサーを洗浄し、6か月ごとに、または有機成長がどれだけ急速に増大するかに応じて、防汚塗料を再塗布する必

要があります。トランスデューサーの洗浄のガイダンスについては、 6.2 トランスデューサーの洗浄要があります。トランスデューサーの洗浄のガイダンスについては、 6.2 トランスデューサーの洗浄要があります。トランスデューサーの洗浄のガイダンスについては、 6.2 トランスデューサーの洗浄

防汚塗料の再塗布の手順については、 6.3 防汚塗料の再塗布防汚塗料の再塗布の手順については、 6.3 防汚塗料の再塗布防汚塗料の再塗布の手順については、 6.3 防汚塗料の再塗布
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3.2設置前のテストトランスデュー

サーのテスト

設置前にトランスデューサの動作を確認してください。

1.トランスデューサーをHyperVision™互換ディスプレイ（例：Element HV 9ディスプレイ）のトランスデューサー接続に接続します

。

2.トランスデューサを水に完全に沈めます。

3. HyperVision™ディスプレイの電源を入れます。

初めてディスプレイに電源を入れたとき、または出荷時設定にリセットした後、スタートアップウィザードが表示されます。トランスデュー

サーの選択は、スタートアップウィザードのボート詳細オプションの一部です。

4.ディスプレイでFishfinder（ソナー）アプリを開きます。

5.必要に応じて、トランスデューサ設定タブから関連するトランスデューサを選択します（ メニュー>トランスデューサ5.必要に応じて、トランスデューサ設定タブから関連するトランスデューサを選択します（ メニュー>トランスデューサ

> トランスデューサー）。

6.正確な深度と温度の読み取り値が表示されることを確認します。

7。 読み取り値の取得に問題が発生した場合は、Raymarineテクニカルサポートにお問い合わせください。

警告：トランスデューサー操作

水中でのみトランスデューサをテストして操作してください。過熱が発生する可能性があるため、水を使用しないでくだ

さい。
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3.3場所の選択警告と注意

重要： 先に進む前に、に記載されている警告と注意を読み、理解していることを確認してください。 第1章 重要な情報 このド重要： 先に進む前に、に記載されている警告と注意を読み、理解していることを確認してください。 第1章 重要な情報 このド重要： 先に進む前に、に記載されている警告と注意を読み、理解していることを確認してください。 第1章 重要な情報 このド重要： 先に進む前に、に記載されている警告と注意を読み、理解していることを確認してください。 第1章 重要な情報 このド重要： 先に進む前に、に記載されている警告と注意を読み、理解していることを確認してください。 第1章 重要な情報 このド

キュメントのセクション。

場所の要件

シングルトランスデューサーまたはスプリットペアトランスデューサーの場所を選択するときは、以下のガイドラインに従ってください。

最高のパフォーマンスを得るには、乱流と通気が最も少ない場所にトランスデューサーを設置する必要があります。

重要： トレーラーローラー、船舶のエンジンの吸気口または排気口にインラインでトランスデューサーを設置しないでください。重要： トレーラーローラー、船舶のエンジンの吸気口または排気口にインラインでトランスデューサーを設置しないでください。

• トランスデューサーは、可能な限り容器の中心線の近くに設置する必要があります。

船体タイプ

船外またはI / O（滑走艇）

前方およびプロペラの側面に取り付けます。

船内（滑走船体）

プロペラとシャフトの前方に取り付けます。

ステップハル（プレーニングハル）

最初のステップで可能な限り後方に取り付けます。

変位船体

喫水線に沿って測定して、船体の長さに沿って道の約1/3を取り付けます。

フィンキール

キールがトランスデューサの広いビーム幅を妨げないように、キールの前方に取り付けます。

フルキール

キールがトランスデューサの広いビーム幅を妨げないように、デッドライズが最小になる位置にキールから離して取

り付けます。
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• スプリットペアトランスデューサーを取り付けるときは、フェアリングブロックを船体のデッドライズアングルにカットして、トランスデューサーエレ

メントが真下を向くようにする必要があります。

• キールで船体に取り付けるときは、トランスデューサービームがキールで遮られないようにしてください。キールの前後にトランスデュー

サーを取り付けられない場合は、スプリットペアトランスデューサーを使用して障害を克服してください。

• トランスデューサーは、他のトランスデューサー、ステップ、リブ、ストレーク、またはリベットの列などの突起から離して設置する必要がありま

す。

• トランスデューサーは、ボートの発進、吊り上げ、トレーラー、および保管の間、トランスデューサーに負荷がかからない場所

に設置する必要があります。

• トランスデューサーは、回転防止ボルトが船舶の船尾に最も近くなるように、正しい方向に設置する必要があります。さらに、

トランスデューサーには、弓を指す方向矢印がエンボス加工されています。

• スプリットペアトランスデューサーを取り付ける場合：

– 正しいトランスデューサー（左舷または右舷）を船体の対応する（左舷または右舷）側に取り付ける必要があります。スプリットペアの

各トランスデューサーには、ケーブルにラベルが付けられており、トランスデューサーステムの上部にマーキングがあり、トランスデュ

ーサーと向きを識別できます。

取り付け 23



アイテム説明

赤

ポート側スプリットペアトランスデューサケーブル 

緑

スターボード側スプリットペアトランスデューサケーブル

アイテム説明

トランスデューサーの上面にある船首矢印

要素の角度または側面：（ポート、「P」、右舷、「S」）

シングル（オールインワン）トランスデューサーは「0°」とマークされています 

フェアリングブロック識別子の上面にある船首の矢印（船首への方向）

– 容器の中心線に対して対称な取り付け位置を選択してください。

– 水線より少なくとも300 mm（12インチ）低い取り付け位置を選択してください。

• トランスデューサーは、ナットに合うように船体の内側に十分なクリアランスがあり、引き出しができるように少なくとも100 mm（4イン

チ）のヘッドルームがある場所に設置する必要があります。

コア付きグラスファイバー船体取り付け

トランスデューサーは非コアセクションに取り付けることをお勧めします。コアセクションに設置する必要がある場合は、船体と回

転防止ナットを締めたときに損傷しないように、穴の周りの領域を適切に強化する必要があります。

重要： 有芯ガラス繊維の船体への取り付けは、有能な船舶設置業者のみが行う必要があります。重要： 有芯ガラス繊維の船体への取り付けは、有能な船舶設置業者のみが行う必要があります。
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製品寸法

あ 30.00 mm（1.18インチ） G 63.47 mm（2.50インチ）

B 8.00 mm（0.31インチ） H 55.00 mm（2.17インチ）

C 85.00 mm（3.35インチ） 私 71.88 mm（2.83インチ）

D 148.48 mm（5.85インチ） J 63.60 mm（2.50インチ）

E 220.36 mm（8.68インチ） K 267.00 mm（10.51インチ）

F 59.00 mm（2.32インチ）

トランスデューサーケーブル長

トランスデューサーに取り付けられたケーブルの長さ：

• HV-300TH — 6 m（19.69フィート）。HV-300TH — 6 m（19.69フィート）。

• HV-300THP-S そして HV-300THP-P — 2 m（6.5フィート）。HV-300THP-S そして HV-300THP-P — 2 m（6.5フィート）。HV-300THP-S そして HV-300THP-P — 2 m（6.5フィート）。HV-300THP-S そして HV-300THP-P — 2 m（6.5フィート）。

• 4 m（13.12フィート）のHyperVision™トランスデューサー延長ケーブル（A80562）が利用可能です。

• 最大1本の延長ケーブルを使用することをお勧めします。

注意：

スプリットペアトランスデューサシステムパック（T70448）を注文すると、0.3 m（0.98フィート）の「Y」スプリッターケーブル（A80605）と4 m（1

3.12フィート）の延長ケーブル（A80562）も提供されます。

ナットサイズ

• ハルナット—対辺44 mm（1.73インチ）

• 回転防止ナット—平面全体で13 mm（0.51インチ）
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あ 130.00 mm（5.12インチ）

B 85.00 mm（3.35インチ）

C 22.20 mm（0.87インチ）

EMC設置ガイドライン

Raymarineの機器とアクセサリは、適切な電磁両立性（EMC）規制に準拠しており、機器間の電磁干渉を最小限に抑え、そのような干

渉がシステムのパフォーマンスに与える影響を最小限に抑えます。EMCのパフォーマンスが損なわれないようにするには、正しい取

り付けが必要です。

注意： EMC干渉が激しい領域では、製品に若干の干渉が見られる場合があります。これが発生する場所では、製品と干渉源をよ注意： EMC干渉が激しい領域では、製品に若干の干渉が見られる場合があります。これが発生する場所では、製品と干渉源をよ

り大きな距離で分離する必要があります。ために 最適 EMCのパフォーマンスでは、可能な限り次のことをお勧めします。り大きな距離で分離する必要があります。ために 最適 EMCのパフォーマンスでは、可能な限り次のことをお勧めします。り大きな距離で分離する必要があります。ために 最適 EMCのパフォーマンスでは、可能な限り次のことをお勧めします。

• Raymarine機器とそれに接続されているケーブルは次のとおりです。

– VHFラジオ、ケーブル、アンテナなどの無線信号を伝送する機器またはケーブルから少なくとも1 m（3.3フィート）。SSB無線

の場合、距離を2 m（6.6フィート）に増やす必要があります。

– レーダービームの経路から2 m（6.6フィート）以上。レーダービームは通常、放射要素の上下20度に広がると想定できます。

• 製品は、エンジン始動用のバッテリーとは別のバッテリーから供給されます。これは、エンジン始動に別のバッテリーがない場合に

発生する可能性がある不安定な動作とデータ損失を防ぐために重要です。

• レイマリン指定のケーブルを使用しています。

• インストールマニュアルで詳しく説明されていない限り、ケーブルは切断または延長されません。

注意：

インストールの制約が上記の推奨事項のいずれかを妨げている場合、 設置全体でEMC性能の最良の条件を提供するために、電気機器のインストールの制約が上記の推奨事項のいずれかを妨げている場合、 設置全体でEMC性能の最良の条件を提供するために、電気機器の

異なるアイテム間の可能な限り最大の分離を常に確保してください。
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3.4取り付けデッドラ

イズ角度

死角は、中心線から測った船体の角度です。トランスデューサは、0°〜25°のデッドライズ角度の船舶に設置できます。トランスデューサ

ーは、25°を超えるデッドライズ角度の船舶には設置しないでください。

項目 説明

1 ウォーターライン 

中心線 

デッドライズアングル 

喫水線と平行

デッドライズ角度は、角度ファインダーまたは同様のデバイスを使用して、船体の外側で測定する必要があります。

カッティングガイド

オーダーメイドの切断ガイドを使用して、フェアリングブロックをバンドソーに通すことができます。木片を一緒に接合することによ

り、L字型の切断ガイドを作成できます。ピースは、フェアリングブロックと同じ長さまたは長い必要があります。

フェアリングブロックのコーナーにある穴を使用して、フェアリングブロックをカッティングガイドに固定します。
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項目 説明

1 オーダーメイドのL字型カッティングガイド（付属していません）2 

4 xネジ（付属していません）3 

フェアリングブロック（付属）

フェアリングブロックを切る

フェアリングブロックは、以下に示すように、船体の角度と形状に合わせてカットする必要があります。

左舷と右舷の死角の例

項目 説明

1 船体（後方から見た図）2 

右舷サイドフェアリングブロック取り付け用にカット3 

ポート側フェアリングブロック取り付け用にカット
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フェアリングブロックカットの例（右舷用）

項目 説明

1 切断ガイドと刃の間の距離

喫水線に平行 

フェアリングブロック（背面から見て）

デッドライズ角度（0°から25°） 

船体のデッドライズの例

1.デッドライズ角度を計算します。

デッドライズ角度は、探触子を取り付ける場所から船体の外側で、角度ファインダーまたは同様のデバイスを使用して測定する

必要があります。

2.バンドソーテーブルを必要なデッドライズ角度に調整します。

3.バンドソーのフェンスを、 ブレードへのフェンス に追加されたテーブル3.バンドソーのフェンスを、 ブレードへのフェンス に追加されたテーブル3.バンドソーのフェンスを、 ブレードへのフェンス に追加されたテーブル

使用する場合、カッティングガイドの幅。

フェンスを使用してテーブル測定値をブレードすることで、フェアリングの適切な場所で確実にカットが行われ、同じサイズの2つ

のパーツが生成されます。

4.フェアリングブロックの上面がフェンスに最も近くなるように、フェアリングブロックをフェンスに対して配置します。

重要：

取り付けられたとき、フェアリングの先の尖った端は、弓の方を指さなければなりません。フェアリングがバンドソーテーブルで正し

く方向付けられていることを確認し、設置する側に対して正しい角度がカットされるようにします。左舷フェアリングを切るとき、フ

ェアリングの尖った端はあなたから離れて指しているべきであり、右舷フェアリングを切るとき、尖った端はあなたの方を指している

べきです。
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5.フェアリングの許容カッティングエリア内でカットが行われるようにします。

許容切断面積

重要：

上の図の色で示された領域でのみカットします。上図の斜線部分をカットしないでください。

6.手順1〜5を再確認します。

7.フェアリングブロックをカットします。

バンドソー切断
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項目 説明

バンドソー

鋸刃 

フェンス

カッティングガイド付きフェアリングブロック

デッドライズ角度

テーブルの傾き

フェアリングブロックの上半分を保持します。これにより、ナットが締め付けられるように船体の内側に平らな面ができます。

8.ブロックの下半分を船体と照合して、適切にフィットしていることを確認します。

ブロックが容器の中心線と平行になるようにしてください。

9。 ブロックとハルの間にギャップがある場合は、適切なファイルを使用して、正確にフィットするまでブロックを成形します。

バンドソーフェンスとブレードの距離

次の表は、船体のデッドライズアングルに応じて、ブレードからのフェンスの設置距離を示しています。カッティングガイドを使用した

場合は、カッティングガイドの幅をフェンスからブレードまでの距離に追加する必要があります。

重要：

カッティングガイドを使用する場合は、選択したデッドライズアングルのブレードからブレードまでの距離に、カッティングガイドの幅を

追加する必要があります。

項目 説明

ブレード 

距離（フェンスからブレード） 

フェンス

取り付け 31

1 

2 

3 

4 

5 

6 

1 

2 

3 



角度距離 角度距離

0° 18.5 mm（0.73インチ） 13° 12.1 mm（0.48インチ）

1° 18.0 mm（0.71インチ）） 14° 11.6 mm（0.47インチ）

2° 17.5 mm（0.69インチ） 15° 11.1 mm（0.44インチ）

3° 17.1 mm（0.67インチ） 16° 10.6 mm（0.42インチ）

4° 16.6 mm（0.65インチ） 17° 10.0 mm（0.40インチ）

5° 16.1 mm（0.63インチ） 18° 9.5 mm（0.37インチ）

6° 15.6 mm（0.61インチ） 19° 9.0 mm（0.35インチ）

7° 15.1 mm（0.59インチ） 20° 8.4 mm（0.33インチ）

8° 14.6 mm（0.57インチ） 21° 7.9 mm（0.31インチ）

9° 14.1 mm（0.56インチ） 22° 7.3 mm（0.29インチ）

10° 13.6 mm（0.54インチ） 23° 6.8 mm（0.27インチ）

11° 13.1 mm（0.52インチ） 24° 6.2 mm（0.24インチ）

12° 12.6 mm（0.50インチ） 25° 5.6 mm（0.22インチ）

トランスデューサーの取り付け

トランスデューサーは、以下の手順に従って取り付けてください。

重要：

• 設置は、容器を水に浸さない状態でのみ実行してください。

• ケーブルを使用してトランスデューサを持ち上げたり吊り下げたりしないでください。

• 取り付け中はトランスデューサー本体が支えられていることを確認してください。

• 正しく接続するのに役立ちますので、変換器ケーブルに付いているラベルをはがさないでください。

• 船体ナットまたは回転防止ボルトを締めすぎないでください。締め過ぎると、船体やトランスデューサーが損傷し、水が容器に

漏れる可能性があります。
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項目 説明

マリングレードのシーラントが塗布されるエリアを表します

プラスチックハルナット（底面シール剤） 

回り止めナット・ワッシャー（ナット底面シール剤） 

フェアリングブロック上半分（底面シール剤）

船体断面図（回転防止ボルト穴とトランスデューサーステム穴の周りにシーラントを塗布） 

フェアリングブロック下半分（上面にシール剤を塗布し、縦湾曲部を上に）

回り止めボルト（ヘッド付近のステムに塗布するシーラント） 

トランスデューサー（ネジ山付きステムの上面とベースの周りに塗布されるシーラント）

1.トランスデューサーステムの上部をチェックして、選択した取り付け位置に正しいタイプのトランスデューサー（ポート「P」、右舷（S）または

オールインワン「0°」）を使用していることを確認します。

2.フェアリングブロックの下半分を船体の中心線（キール）と平行になるように船体に合わせ、フェアリングの尖った端が船首に向くよ

うにします。

3.パーマネントマーカーを使用して、フェアリングブロックの外側の端とトランスデューサーステムと回転防止ボルト用の内部穴の

周りを描きます。

4.船体からフェアリングブロックを取り外します。

5.トランスデューサーステム用にマークされた場所の中央にパイロット穴を開けます。

デッドライズのある船体に穴を開けるときは、船体の角度ではなく、まっすぐに穴を開けてください。

6. 32 mm（1 1/4インチ）ホールカッターを使用して、ステムの穴を開けます。

7.半円形のやすりや紙やすりを使用して、トランスデューサのステム穴の周囲に粗いエッジやバリがないことを確認します。

8.取り付け位置とトランスデューサーのステム穴を適切な洗浄剤（イソプロピルアルコールなど）で拭き、表面が乾いていて清潔で

、ごみがないことを確認します。

9.トランスデューサーケーブルを穴に通し、トランスデューサーステムが穴に収まっていることを確認します。

10.船体からトランスデューサーとケーブルを取り外します。

11.回転防止ボルト穴用にマークされた位置の中央に9 mm（11/32インチ）の穴を開けます。

12.回転防止ボルトが穴に合っていることを確認します。

13.トランスデューサーの上面、トランスデューサーステム、回転防止ボルト、フェアリングブロックの下半分の底面を適切な洗浄剤

（イソプロピルアルコールなど）で拭き、表面が乾いていることを確認します、清潔で破片がない。

14.変換ケーブルをフェアリングブロックの下半分のステム穴に通します。
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15.海洋グレードのシーラントの厚いビードを塗布します。

私。 連続したビードで、トランスデューサーの上面の周囲全体。

ii。トランスデューサーの上面全体。

iii。トランスデューサーステムのベース全体に回り、シーラントが最終的に締め付けられたナットから約6 mm突き出

るようにします。

iv。フェアリングブロックの下半分の底面全体と、垂直な円形のくぼみ領域全体。

v。回転防止ボルトのステムの周り、ボルトのヘッドの近く。

16.回転防止ボルトをフェアリングブロックの下半分の回転防止穴に挿入します。

17.フェアリングブロックをトランスデューサーに押し下げ、回転防止ロケーターがトランスデューサーの上面の回転防止ボルトロケー

ターと揃うようにします。

18.トランスデューサー/フェアリングブロックの端から突き出ている余分なシーラントを拭き取ります。

19.フェアリングブロックの下半分の上面と船体の取り付け位置を適切な洗浄剤（例：イソプロピルアルコール）で拭き、表面が乾い

ていて清潔で、破片がないことを確認します。

20.船体に接触するフェアリングブロックの下半分の上面の上部の全周にわたって、海洋グレードのシーラントの連続した厚いビードを

塗布します。

21.船体の穴の端の周りに、海洋グレードのシーラントの厚いビードを塗布します。

22.船体のステムホールを通してトランスデューサーケーブルをガイドします。

23.トランスデューサーステムと回転防止ボルトを船体の穴に通し、トランスデューサーを下から支えます。

24.船体の内側から、変換器ケーブルをフェアリングブロックの上半分のステム穴に通します。

25.フェアリングブロックの上半分の底面と、船体の内側表面の取り付け位置の周りを適切な洗浄剤（イソプロピルアルコールなど）で

拭き、表面が乾いていて清潔でないことを確認します。デブリ。

26.マリングレードのシーラントの厚いビードを塗布します。

私。 フェアリングブロックの上半分の底面の周囲にある連続したビード

ii。フェアリングブロックの上半分の底面全体。

iii。船体のステム穴と回転防止穴の周り。

27.フェアリングブロックの上半分を回転防止ボルトとトランスデューサーステムの上に置きます。

28.フェアリングブロックの上半分を船体に押し下げます。
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29.必要に応じて、トランスデューサーステムと回転防止ボルトのベースの周りに追加の船舶用シーラントを塗布します。

30.船体ナットを通してトランスデューサーケーブルを導く

31.プラスチック製の船体ナットの底に、海洋グレードのシーラントの連続した厚いビードを塗布します。

32.フェアリングブロックのピースとトランスデューサーが動かないように、手でハルナットを締めてトランスデューサーアセン

ブリを固定します。

33.ワッシャーを回転防止ボルトの上にスライドさせます。

34.回転防止ナットをボルトにねじ込み、13 mm（1/2インチ）レンチ（スパナ）を使用して締めます。

35. 44 mm（1 3/4インチ）レンチ（スパナ）を使用して、さらに1/4回転します。

物体や波に当たったときの漏れやトランスデューサーの動きを防ぐために、ナットが適切に締められていることを確認してくだ

さい。適用した表面の端からシーラントが突き出ているのが見えるはずです。

36.余分なマリングレードのシーラントをすべて取り除きます。

37.海洋グレードのシーラントが完全に硬化したことを確認します

硬化時間については、シーラントの製造元の指示を参照してください。

38.地域の環境規制で禁止されている場合を除き、トランスデューサーの底面に水性の防汚塗料を塗布して、外部に露出しているす

べてのトランスデューサー表面がコーティングされ、塗装が船体に重なるようにします。

39.容器を水に戻した直後に、トランスデューサー周辺の漏れを確認します。

重要：

トランスデューサーを設置した後は、容器をチェックしないで水中に放置しないでください。非常に小さな漏れはすぐには明らか

ではない場合があり、かなりのビルジ水が1日または一晩で蓄積する可能性があります。

40.取り付け後、漏れがないことを確認するまで、定期的に漏れをチェックします。

41.トランスデューサー周辺の漏れのチェックが定期的な船舶メンテナンススケジュールに追加されていることを確認します。
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防汚

地域の規制で許可されている場合は、水ベースの防汚塗料を使用してトランスデューサをコーティングすることをお勧めします。これは、ト

ランスデューサーの性能を低下させる可能性のある有機的な成長の蓄積を防ぐのに役立ちます。

重要：

• 水性防汚塗料を塗布する前に、地域の環境規則および規制が防汚塗料の使用を禁止していないことを確認してください。

• 銅ベースの防汚塗料は絶対に使用しないでください。変換器の性能に影響を与える可能性があります。

• ケトンベースの防汚塗料は絶対に使用しないでください。変換器のプラスチックを侵し、変換器を損傷する可能性があります。

• ブラシを使用してトランスデューサを塗装します。スプレー缶やスポンジローラーは使用しないでください。これらの方法では、

小さな気泡が塗料に混入し、トランスデューサの性能が低下する可能性があります。

防汚塗料は、外部に露出しているすべてのトランスデューサー表面を覆う薄い均一なコートで塗布する必要があります。

定期的にトランスデューサーを洗浄し、6か月ごとに、または有機成長がどれだけ急速に増大するかに応じて、防汚塗料を再塗布する必

要があります。トランスデューサーの洗浄のガイダンスについては、 6.2 トランスデューサーの洗浄要があります。トランスデューサーの洗浄のガイダンスについては、 6.2 トランスデューサーの洗浄要があります。トランスデューサーの洗浄のガイダンスについては、 6.2 トランスデューサーの洗浄

防汚塗料の再塗布の手順については、 6.3 防汚塗料の再塗布防汚塗料の再塗布の手順については、 6.3 防汚塗料の再塗布防汚塗料の再塗布の手順については、 6.3 防汚塗料の再塗布
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第4章：接続章の内容

• 4.1一般的な配線ガイダンス（38ページ）

• 4.2ケーブルの配線（39ページ）

• 4.3接続（40ページ）
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4.1一般的な配線ガイダンスケーブルのタイ

プと長さ

適切なタイプと長さのケーブルを使用することが重要です。

• 特に明記しない限り、Raymarineが提供するケーブルのみを使用してください。

• Raymarine以外のケーブルを使用する必要がある場合は、意図した目的に対して正しい品質とゲージであることを確認してください。（例：長い電源ケ

ーブルの配線では、配線に沿った電圧降下を最小限に抑えるために、より大きなワイヤーゲージが必要になる場合があります）。

ストレインリリーフ

ケーブル接続に適切なストレインリリーフを使用して、コネクタが緊張から保護され、極端な海の状況で抜けないようにします。

ケーブルシールド

ケーブルのシールドが損傷していないこと、およびすべてのケーブルが適切にシールドされていることを確認してください。

注意：トランスデューサーケーブル

• トランスデューサケーブルを使用して、トランスデューサを持ち上げたり吊り下げたりしないでください。設置中は常にト

ランスデューサー本体を直接支えてください。

• トランスデューサーケーブルを切断、短縮、または接続しないでください。

• コネクタを取り外さないでください。

ケーブルが切断されていると修理できません。ケーブルを切断しても保証は無効になります。
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4.2ケーブル配線

トランスデューサケーブルのケーブル配線要件。

重要：

干渉を回避するために、ケーブルはVHF無線アンテナデバイスおよびケーブルからできるだけ離して配線する必要があります。

• ケーブルが接続先のディスプレイに届くのに十分な長さであることを確認します。必要に応じて、オプションの延長ケーブルを利用でき

ます。

• 調整中に変換器が上下に回転できるように、変換器の端で、変換器ケーブルに十分なたるみがあることを確認します。

• トランサムを通してケーブルを配線する場合は、付属のエスカッションプレートを使用して穴をカバーする必要があります。

• 付属のケーブルクリップを使用して、ケーブルを定期的に固定します。

• 余分なケーブルは、都合のよい場所に巻いてください。

HV–300トランスデューサー延長ケーブル

最高のパフォーマンスを得るには、ケーブルの配線を最小限に抑える必要があります。ただし、設置によっては、トランスデューサケーブルを延長する

必要がある場合があります。

4 m（13.12フィート）のHyperVision™トランスデューサー延長ケーブル（A80562）を利用できます。各トランスデューサーまでの合計

ケーブル長が6.3 m（20.67フィート）を超えないように、最大​​1つのケーブル延長を使用することをお勧めします。

注意：

HyperVision™トランスデューサー延長ケーブルは、HVシリーズトランスデューサーの接続にのみ使用できます。
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4.3接続する

以下の手順に従って、ケーブルを製品に接続します。

1.船舶の電源がオフになっていることを確認します。

2.ユニットに接続されているデバイスが、そのデバイスに付属のインストール手順に従ってインストールされていることを確認しま

す。

3.正しい方向を確保し、ケーブルコネクタをユニットの対応するコネクタに完全に押し込みます。

4.ロックカラーを時計回りに回してケーブルを固定します。

40



第5章：システムチェックとトラブルシューティング章の内容

• 5.1操作手順（42ページ）

• 5.2トラブルシューティング（43ページ）

システムチェックとトラブルシューティング 
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5.1操作手順

お使いの製品の詳しい操作手順については、ディスプレイに付属のマニュアルを参照してください。

すべての製品ドキュメントは、Raymarine Webサイトからダウンロードできます。

www.raymarine.com/manuals 。www.raymarine.com/manuals 。

42

http://www.raymarine.com/manuals


5.2トラブルシューティング

トラブルシューティング情報は、製品のインストールと操作に関連する一般的な問題に必要な考えられる原因と修正アクションを提供し

ます。

梱包して出荷する前に、すべてのRaymarine製品は包括的なテストと品質保証プログラムの対象となります。製品で問題が発生した場

合、このセクションは、問題を診断して修正し、通常の操作を復元するのに役立ちます。

このセクションを参照しても製品に問題がある場合は、このマニュアルのテクニカルサポートセクションを参照して、役立つリンク

とRaymarine製品サポートの連絡先の詳細を確認してください。

ソナーのトラブルシューティング

スクロール画像が表示されない考えられる原因

可能な解決策

ソナー無効 有効にする ping Sonarアプリの[sounder]タブから： メニュー>設定有効にする ping Sonarアプリの[sounder]タブから： メニュー>設定有効にする ping Sonarアプリの[sounder]タブから： メニュー>設定有効にする ping Sonarアプリの[sounder]タブから： メニュー>設定

> サウンダー> Ping。

正しくないトランスデューサーが選択されているSonarアプリの正しいトランスデューサーが選択されていることを確認してください

トランスデューサータブ： メニュー>設定>トランスデューサ> Ping。トランスデューサータブ： メニュー>設定>トランスデューサ> Ping。

損傷したケーブル 1.トランスデューサケーブルコネクタが完全に挿入され、所定の位置にロックされていることを確認します。

2.電源ケーブルとコネクタに損傷や腐食の兆候がないか確認し、必要に応じて交換しま

す。

3.ユニットの電源が入っている状態で、ケーブルをディスプレイコネクタの近くに曲げて、ユニ

ットが再起動/電源を失うかどうかを確認し、必要に応じて交換します。

4.容器のバッテリー電圧、バッテリー端子と電源ケーブルの状態をチェックし、接続が確実

で、清潔で腐食がないことを確認し、必要に応じて交換します。

5.製品に負荷がかかっている状態で、マルチメーターを使用して、すべてのコネクタ/ヒューズなどで高電圧降下が

ないか確認します（これにより、Fishfinderアプリケーションがスクロールを停止したり、ユニットがリセッ

ト/オフになったりする可能性があります）。必要に応じて交換します。

トランスデューサーの損傷または

汚れ 

トランスデューサーの状態を確認し、破損していないこと、およびがれきや汚れがないことを確認

します。必要に応じて、トランスデューサーを清掃または交換します。洗浄または交換後、水性防

汚塗料を使用してトランスデューサをコーティングします。

間違ったトランスデューサーが取り付けられている 製品とトランスデューサーのドキュメントを確認し、トランスデューサーがシステムと互換性があ

ることを確認してください。

外部ソナーモジュール：SeaTalkhs / Ra

yNetネットワークの問題。

• ユニットがディスプレイまたはネットワークスイッチに正しく接続されていることを確認し

ます。すべての接続をチェックして、接続が安全で清潔で腐食がないことを確認し、必要に

応じて交換します。

外部ソナーモジュール：機器間のソフト

ウェアの不一致により、通信が妨げられ

る場合があります。

すべてのRaymarine製品に最新の利用可能なソフトウェアが含まれていることを確認します。RaymarineWebサ

イトを確認してください。 www.raymarine.com/software ソフトウェアの互換性のため。イトを確認してください。 www.raymarine.com/software ソフトウェアの互換性のため。イトを確認してください。 www.raymarine.com/software ソフトウェアの互換性のため。

深度の読み取りなし/下部ロックの喪失考えられる原

因 可能な解決策

トランスデューサーの場所 トランスデューサーに付属の説明書に従ってトランスデューサーが取り付けられている

ことを確認します。

トランスデューサー角度 トランスデューサーの角度が大きすぎる場合、ビームが底から外れる可能性があります。トランスデューサーの角度を

調整して再確認してください。

トランスデューサーが起動しました トランスデューサーにキックアップメカニズムがある場合は、物体に当たったためにキックアップしていないこ

とを確認してください。

システムチェックとトラブルシューティング 
43

http://www.raymarine.com/software


考えられる原因 可能な解決策

電源不足 製品に負荷がかかっている状態で、マルチメーターを使用して、ユニットにできるだけ近

い電源電圧を確認し、電流が流れているときの実際の電圧を確認します。（電源要件につ

いては、製品の技術仕様を確認してください。）

トランスデューサーの損傷または

汚れ 

トランスデューサーの状態を確認し、破損していないこと、およびがれきや汚れがないことを確認

します。必要に応じて、トランスデューサーを清掃または交換します。洗浄または交換後、水性防

汚塗料を使用してトランスデューサをコーティングします。

損傷したケーブル 1.ユニットのコネクタにピンの破損や曲がりがないか確認します。

2.ケーブルコネクタがユニットに完全に挿入され、ロックカラーがロック位置にあるこ

とを確認します。

3.ケーブルやコネクターに損傷や腐食の兆候がないか確認し、必要に応じて交換し

ます。

4.ユニットの電源が入っている状態で、電源ケーブルをディスプレイコネクタの近くに曲げて

、ユニットが再起動/電源を失うかどうかを確認し、必要に応じて交換します。

5.容器のバッテリー電圧、バッテリー端子と電源ケーブルの状態をチェックし、接続が安全

で清潔で腐食がないことを確認し、必要に応じて交換します。

6.製品に負荷がかかっている状態で、マルチメーターを使用して、すべてのコネクタ/ヒューズなどで高電圧降下が

ないか確認します（これにより、Fishfinderアプリケーションがスクロールを停止したり、ユニットがリセッ

ト/オフになったりする可能性があります）。必要に応じて交換します。

船舶の速度が速すぎる 船の速度を遅くして再確認します。

底が浅すぎるか深すぎる 底の深さがトランスデューサの深さの範囲外である可能性があります。関連する場合は、容器をより

浅いまたはより深い水に移動し、再確認してください。

悪い/問題のある画像考えられる原因

可能な解決策

船舶が静止している場合、ターゲットの表示

は異なります（例：魚はディスプレイ上に直

線として表示されます）。

船の速度を上げます。

一時停止中のスクロールまたは速度設定が低すぎる ソナーのスクロール速度の一時停止を解除または増加します。

感度設定は、現状では不適切な場合が

あります。

感度設定を確認および調整するか、ソナーリセットを実行します。

損傷したケーブル 1.ユニットのコネクタにピンの破損や曲がりがないか確認します。

2.ケーブルコネクタがユニットに完全に挿入され、ロックカラーがロック位置にあ

ることを確認します。

3.ケーブルやコネクターに損傷や腐食の兆候がないか確認し、必要に応じて交換し

ます。

4.ユニットの電源が入っている状態で、電源ケーブルをディスプレイコネクタの近く

に曲げて、ユニットが再起動/電源を失うかどうかを確認し、必要に応じて交換

します。

5.容器のバッテリー電圧、バッテリー端子と電源ケーブルの状態をチェックし、接

続が安全で清潔で腐食がないことを確認し、必要に応じて交換します。

6.製品に負荷がかかっている状態で、マルチメーターを使用して、すべてのコネクタ/ヒュー

ズなどの高電圧降下をチェックします（これは
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考えられる原因 可能な解決策

Fishfinderアプリケーションがスクロールを停止したり、ユニットがリセット/オフになったりする可能

性があります）、必要に応じて交換します。

トランスデューサーの場所 • トランスデューサーに付属の説明書に従ってトランスデューサーが取り付けられ

ていることを確認します。

• トランサムマウントトランスデューサーがトランサムの高すぎる位置に取り付けられている場合は、

水から浮き上がる可能性があります。滑走および旋回するときに、トランスデューサーの面が完全に

水没していることを確認してください。

トランスデューサーが起動しました トランスデューサーにキックアップメカニズムがある場合は、物体に当たったためにキックアップしてい

ないことを確認してください。

トランスデューサーの損傷または汚れ トランスデューサーの状態を確認し、破損していないこと、およびがれきや汚れがないことを確認し

ます。必要に応じて、トランスデューサーを清掃または交換します。

洗浄または交換後、水性防汚塗料を使用してトランスデューサをコーティングし

ます。

損傷したトランスデューサケーブル トランスデューサケーブルと接続に損傷がなく、接続がしっかりしていて腐食がな

いことを確認してください。

高速でのトランスデューサー周りの乱流は、トランスデュ

ーサーのパフォーマンスに影響を与える可能性があります

船の速度を遅くして再確認します。

他のトランスデューサーからの干渉 1。 干渉を引き起こしているトランスデューサの電源を切ります。

2.トランスデューサーを離れた位置に配置します。

ユニット電源障害 電源からの電圧を確認してください。低すぎると、ユニットの送信電力に影響を与

える可能性があります。

ソナーのリセット

次の手順に従って、ディスプレイの内部ソナーモジュールを工場出荷時のデフォルト設定にリセットできます。

Fishfinderアプリで：

1.選択 メニュー。1.選択 メニュー。

2.選択 設定。2.選択 設定。

3.選択 サウンダ。3.選択 サウンダ。

4.選択 サウンダをリセットします。4.選択 サウンダをリセットします。

5.選択 はい 確認するか 番号 必要に応じて操作を中止します。内部ソナーモジュールが工場出荷5.選択 はい 確認するか 番号 必要に応じて操作を中止します。内部ソナーモジュールが工場出荷5.選択 はい 確認するか 番号 必要に応じて操作を中止します。内部ソナーモジュールが工場出荷5.選択 はい 確認するか 番号 必要に応じて操作を中止します。内部ソナーモジュールが工場出荷5.選択 はい 確認するか 番号 必要に応じて操作を中止します。内部ソナーモジュールが工場出荷

時の設定にリセットされます。

システムチェックとトラブルシューティング 
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第6章：メンテナンス章の内容

• 6.1定期チェック（48ページ）

• 6.2トランスデューサーの洗浄（49ページ）

• 6.3 50ページの防汚塗料の再塗布
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6.1日常点検

次の定期的なチェックを行う必要があります。

• ケーブルに擦れ、切り傷、切れ目などの損傷の兆候がないか調べます。

• ケーブルコネクタがしっかりと接続されていること、およびロックメカニズムが正しくはまっていることを確認します。

注意： ケーブルのチェックは、電源をオフにして実行する必要があります。注意： ケーブルのチェックは、電源をオフにして実行する必要があります。

警告：高電圧

この製品には高電圧が含まれています。調整には、資格のあるサービス技術者のみが利用できる特殊なサービ

ス手順とツールが必要です。ユーザーが修理できる部品や調整はありません。オペレーターは、カバーを取り

外したり、製品の修理を試みたりしないでください。
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6.2トランスデューサーの洗浄

有機的な成長を取り除くために、トランスデューサーを定期的に掃除する必要があります。トランスデューサーの底面に有機的な成長が急速に蓄積する可能性

があります。これは、数週間でトランスデューサのパフォーマンスに影響を与える可能性があります。

重要：

• 汚れ防止トランスデューサーから成長物を洗浄するときは、塗料のほこりや他の破片が水に入らないように注意してください。これは水

生生物に影響を与える可能性があるためです。

• トランスデューサの表面に傷を付けないように注意してください。これはトランスデューサのパフォーマンスに影響を与える可能性があります。

• アセトンなどの強力な洗浄溶剤を使用しないでください。変換器が損傷します。以下のガイダンスに従って、トランスデ

ューサーの成長をきれいにしてください。

• 柔らかな布と家庭用中性洗剤を使用して、成長が穏やかになっている部分をきれいにします。

• 緑のScotch Brite™パッドなどのたわしパッドと家庭用の中性洗剤を使用して、中程度の成長物を拭き取ります。

• ひどい汚れをきれいにするには、上質の湿った紙と乾いた紙と家庭用の中性洗剤を使用する必要があります。
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6.3防汚塗料の再塗布

トランスデューサに防汚塗料を塗布した場合、効果を維持するには、少なくとも6か月ごとに再塗布することが重要です。

以下の手順に従って、防汚塗料を再塗布してください。

重要：

• 環境のベストプラクティスに従い、適切なウォッシュダウン設備を使用して防汚塗料の準備と再塗布を行う必要があります。こ

れにより、塗料粒子が水に入って水生生物に影響を与えないようになります。

• トランスデューサの表面に傷を付けないように注意してください。トランスデューサの性能に影響を与える可能性があります。

1.水から容器を取り出します。

2.トランスデューサーを洗浄し、有機的な成長がすべて取り除かれていることを確認します。

3.はがれた防汚塗料をすべて取り除きます。

4.柔らかい乾いた布を使用して、塗料のほこりをすべて取り除きます。

5.水性の防汚塗料を再塗布します。
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第7章：テクニカルサポート章の内容

• 7.1 Raymarine製品のサポートとサービス（52ページ）

• 7.2学習リソース（54ページ）

技術サポート 
51



7.1 Raymarine製品のサポートとサービス

Raymarineは、包括的な製品サポートサービス、保証、サービス、修理を提供します。これらのサービスには、RaymarineのWebサ

イト、電話、電子メールからアクセスできます。

商品情報

サービスまたはサポートをリクエストする必要がある場合は、次の情報をご用意ください。

• 商品名。

• 製品のアイデンティティ。

• シリアルナンバー。

• ソフトウェアアプリケーションのバージョン。

• システム図。

この製品情報は、接続されたMFDの診断ページを使用して取得できます。

サービスと保証

Raymarineは、保証、サービス、および修理のための専用サービス部門を提供しています。Raymarine Webサイトにアクセスして、延長保証の

特典を受けるために製品を登録することを忘れないでください。

http://www.raymarine.co.uk/display/?id=788 。http://www.raymarine.co.uk/display/?id=788 。

領域 連絡先

イギリス（UK）、EMEA、およびアジア太平

洋 

• Eメール： emea.service@raymarine.com• Eメール： emea.service@raymarine.com

• Tel：+44（0）1329 246 932

米国（US） • Eメール： rm-usrepair@flir.com• Eメール： rm-usrepair@flir.com

• 電話：+1（603）324 7900

ウェブサポート

Raymarine Webサイトの「サポート」エリアにアクセスしてください。

• マニュアルとドキュメント — http://www.raymarine.com/manualsマニュアルとドキュメント — http://www.raymarine.com/manualsマニュアルとドキュメント — http://www.raymarine.com/manuals

• テクニカルサポートフォーラム — http://forum.raymarine.comテクニカルサポートフォーラム — http://forum.raymarine.comテクニカルサポートフォーラム — http://forum.raymarine.com

• ソフトウェアの更新 — http://www.raymarine.com/softwareソフトウェアの更新 — http://www.raymarine.com/softwareソフトウェアの更新 — http://www.raymarine.com/software

世界的なサポート地域 

連絡先

イギリス（UK）、EMEA、およびアジア太平

洋 

• Eメール： support.uk@raymarine.com• Eメール： support.uk@raymarine.com

• Tel：+44（0）1329 246 777

米国（US） • Eメール： support@raymarine.com• Eメール： support@raymarine.com

• 電話：+1（603）324 7900（フリーダイヤル：+800 539 5539）

オーストラリアおよびニュージーランド（R

aymarine子会社） 

• Eメール： aus.support@raymarine.com• Eメール： aus.support@raymarine.com

• Tel：+61 2 8977 0300

フランス

（レイマリン子会社） 

• Eメール： support.fr@raymarine.com• Eメール： support.fr@raymarine.com

• 電話：+33（0）1 46 49 72 30

ドイツ

（レイマリン子会社） 

• Eメール： support.de@raymarine.com• Eメール： support.de@raymarine.com

• 電話：+49（0）40 237 808 0

イタリア

（レイマリン子会社） 

• Eメール： support.it@raymarine.com• Eメール： support.it@raymarine.com

• Tel：+39 02 9945 1001

スペイン

（Raymarine正規代理店） 

• Eメール： sat@azimut.es• Eメール： sat@azimut.es

• 電話：+34 96 2965 102

オランダ

（レイマリン子会社） 

• Eメール： support.nl@raymarine.com• Eメール： support.nl@raymarine.com

• Tel：+31（0）26 3614 905
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領域 連絡先

スウェーデン

（レイマリン子会社） 

• Eメール： support.se@raymarine.com• Eメール： support.se@raymarine.com

• Tel：+46（0）317 633 670

フィンランド

（レイマリン子会社） 

• Eメール： support.fi@raymarine.com• Eメール： support.fi@raymarine.com

• Tel：+358（0）207 619 937

ノルウェー

（レイマリン子会社） 

• Eメール： support.no@raymarine.com• Eメール： support.no@raymarine.com

• 電話：+47 692 64600

デンマーク

（レイマリン子会社） 

• Eメール： support.dk@raymarine.com• Eメール： support.dk@raymarine.com

• 電話：+45 437 164 64

ロシア

（Raymarine正規代理店） 

• Eメール： info@mikstmarine.ru• Eメール： info@mikstmarine.ru

• Tel：+7 495 788 0508

技術サポート 
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7.2学習リソース

Raymarineは、製品を最大限に活用するためのさまざまな学習リソースを提供しています。

ビデオチュートリアル

YouTubeのRaymarine公式チャンネル：

• YouTube

LightHouse™3のヒントとコツ：

• RaymarineのWebサイト

ビデオギャラリー：

• RaymarineのWebサイト

注意：

• ビデオを表示するには、インターネットに接続されたデバイスが必要です。

• 一部のビデオは英語でのみ利用できます。

トレーニングコース

Raymarineは、製品を最大限に活用するために役立つ一連の詳細なトレーニングコースを定期的に実施しています。詳細については、Raymarin

e Webサイトのトレーニングセクションにアクセスしてください。

• http://www.raymarine.co.uk/view/?id=2372

テクニカルサポートフォーラム

テクニカルサポートフォーラムを使用して、Raymarine製品に関する技術的な質問をしたり、他のお客様がRaymarine機器をどのよう

に使用しているかを確認したりできます。このリソースは、Raymarineの顧客とスタッフからの寄稿で定期的に更新されています。

• http://forum.raymarine.com
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第8章：技術仕様章の内容

• 8.1技術仕様（56ページ）

技術仕様 
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8.1技術仕様物理仕様

全体の寸法（フェアリング

を含む）： 

• 長さ：267.01 mm（10.51インチ）

• 高さ：170.36 mm（6.71インチ）、ケーブルの曲げ半径を含む

• 幅：63.60 mm（2.50インチ）

ケーブルの長さ： • HV-300TH：6 m（19.69フィート）のケーブル

• HV-300THP-P / HV-300THP-S 2 m（6.5フィート）

重量（箱なし）： 最大1.52 kg（3.35ポンド）

環境仕様

使用温度 – 2ºC（28.4ºF）から+55ºC（131ºF）

保存温度 – 20ºC（23ºF）から+70ºC（158ºF）

防水評価 • IPx6（船体の外側の表面のみ）

•IPx7

•IPx8

HyperVision™技術仕様

次の仕様は、HyperVision™製品にのみ適用されます。力

• 1.2 MHz（ハイパー）= 1000 W

• 350 kHz（標準）= 700 W

• 200 kHz（円錐高CHIRPソナー）= 100 W

頻度 • 1.2 MHz CHIRP

• 350 kHzチャープ

• 200 kHzチャープ

チャンネル • コニカルハイチャープソナー

• RealVision™3D（ハイパー）

• RealVision™3D（標準）

• SideVision™（ハイパー）

• SideVision™（標準）

• DownVision™（ハイパー）

• DownVision™（標準）

200 kHzレンジ • 円錐形の高CHIRPソナー= 0.6 M（2フィート）〜274 m（900フィート）

350 kHz（標準）レンジ • RealVision™3D = 0.6 M（2フィート）〜91 m（300フィート）

• SideVision™=両側で0.6 M（2フィート）〜91 m（300フィート）

• DownVision™= 0.6 M（2フィート）〜183 m（600フィート）

1.2 MHz（ハイパー）範囲 • RealVision™3D = 0.6 M（2フィート）〜38 m（125フィート）

• SideVision™=両側で0.6 M（2フィート）〜38 m（125フィート）

• DownVision™= 0.6 M（2フィート）〜38 m（125フィート）
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適合仕様

適合 • EN 60945：2002

• IEC 28846：1993

• EMC指令2014/30 / EU

• オーストラリアとニュージーランド：C-Tick、コンプライアンスレベル2

技術仕様 
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章9：スペアとアクセサリ章の内容

• 9.1スペア（60ページ）

• 9.2アクセサリー（61ページ）

スペアとアクセサリー 
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9.1スペア

説明 品番

HV-300THP-Pスルーハルプラスチックトランスデューサー R70725

HV-300THP-Sスルーハルプラスチックトランスデューサー R70726

HV-300TH / HV-300THP-P / 

HV-300THP-Sフェアリングブロック 

R70741
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9.2アクセサリー

説明 品番

HyperVision™トランスデューサー延長ケーブル4 m（13.12フィート） A80562

HV-300THP-P / HV-300THP-S 'Y'スプリッターケーブル

0.3 m（0.98フィート） 

A80605

スペアとアクセサリー 
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